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集団活動シミュレーターNo87

2021年12月24日作成 義髙 亙（202４年１２月２０日一部改訂）

シミュレーターの必要性〇

近年学校での課題が多方面から出てきています。

・教員の休職欠員 ・不登校の増加 ・学校でのいじめ

義髙はAIや仮想空間、シミュレーターを制作して評価され、賞を受賞

したプログラマーでもあります。

学級にAIで試行して行動するアバターを配置して、どのような形で

教師の休職、不登校、いじめが発生するのかシミュレートすることを

考えました。

学校も仮想空間に作成し、学級にも30人分のAIを配置して、各AI

にはパラメータで個性を割り振り、各々行動できるという集団行動

シミュレーターを構築しました。

〇集団行動シミュレーター

2020年時点で試作シミュレーターの完成に至りました。パラメー

タの情報を一部公開します。まだ改良が必要でプログラムやパラメ

ータの追加や改良で精度は増していくはずでした。

この時点で 教員の休職 不登校の原因 について探るためのシミ

ュレートを行いました。

参考データは教室で得たデータを活用しました。

また人間の集団性を加味するために、セロトニン、オキシトシン、ドー

パミン、テストセロンのホルモンが機能するストレス反応の機能や集

団保全機能などもシミュレートに加えています。

教員の休職については、個人の労働としては業務が多すぎる、とい

う結果が出ました。

不登校についても、同じです。活動が増えすぎたため、モデルSL

のような特定の個性がある子供のストレスが増える可能性がある事

がわかりました。また学級での行動数と範囲を広げれば広げるほど、

活動に消極的になる子供が増える、というシミュレート結果です。そ

うすれば積極的に参加しないものへの冷遇や注意攻撃が増える可能

性がある、という事が言えるかもしれません。

これは学級での活動や活動範囲を増やせば、個人への冷遇や圧力が

高まり、不登校やいじめ等の状況が増える可能性を示しています。こ

の理論構成は別項目で述べます。

〇シミュレーターの問題点

このシミュレーターは今後データやパラメータのアップデートで、

実際の状況に近づいていく予定でした。

しかしこのシミュレータの存在を知った各方面からシミュレーターへ

の疑問や指導が相次ぎました。

2021年時点でシミュレーターの精度はまだ甘く不正確です。その上

での結果は地域民や保護者、生徒に疑念を持たせることになり、無
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用な不信を生む可能性がある、という指導や非難がありました。私

自身もシミュレーターには不正確な要素があると自覚していました。

不正確な結果で原因を断定され、責任者が責任を追及される可能性

も出てくるでしょう。シミュレーターの廃棄に同意しました。シミュレ

ート結果はその時点の「学術的な可能性」にとどめ、これ以後の検証

は中止する判断をしました。

今の状況は、継続すれば教員の休職は増え続け、学校に登校した

くない子供も増える、という可能性が捨てきれないと思います。

２０２１年12月段階で指導に従いこのシミュレーターは、作成に使用

した一部のパラメータ、一部の実施データと実施動画キャプチャを残

して廃棄しています。
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